
�
�

�
�

�
�
�
�
	
�
�


�
�

�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
	
�
�


�
�

�
	


�
�

�
�

�
�

�
�

�

◆
報
告
第
17
号

第
４
回
新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
に
つ
い
て

豊
口
小
委
員
会
委
員
長
が
小
委
員
会
で
の
審
議
の
状
況
に
つ

い
て
報
告
を
行
い
、
事
務
局
が
資
料
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

（
小
委
員
会
の
審
議
内
容
は
２
、
３
頁
に
掲
載
）

◆
報
告
第
18
号

６
市
町
村
議
会
合
併
連
絡
会
に
つ
い
て
（
議
会
の
議
員
の
任

期
に
つ
い
て
）

◎

６
市
町
村
議
会
合
併
連
絡
会
座
長
（
小
熊
長
岡
市
議
会
議
長
）

か
ら
の
報
告

山
古
志
村
議
会
以
外
は
、
ま
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
と
し
て
の

明
確
な
方
向
は
出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
山
古
志
村
議
会

と
し
て
は
、
長
岡
市
議
会
議
員
の
残
任
期
間
と
こ
れ
に
続
く
４

年
間
の
約
６
年
間
を
定
数
特
例
と
し
た
い
と
い
う
考
え
が
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

連
絡
会
で
は
、
山
古
志
村
議
会
の
考
え
も
含
め
議
論
し
ま
し

た
が
、
結
論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

引
続
き
連
絡
会
と
し
て
も
議
論
を
深
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
議
案
第
35
号

町
名
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

町
（
字
）
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１

長
岡
市
に
お
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

２

中
之
島
町
に
お
い
て
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
す
る
。

た
だ
し
、
大
字
高
畑
、
大
字
中
条
、
大
字
西
野
及
び
大

字
宮
内
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
し
「
中
之
島
」
を
つ

け
る
。

３

越
路
町
に
お
い
て
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
す
る
。

た
だ
し
、
大
字
中
沢
及
び
大
字
中
島
は
、「
大
字
」
の
表

記
を
削
除
し
「
越
路
」
を
つ
け
る
。

４

三
島
町
に
お
い
て
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
す
る
。

た
だ
し
、
大
字
上
条
、
大
字
新
保
及
び
大
字
中
条
は
、

「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
し
「
三
島
」
を
つ
け
る
。

５

山
古
志
村
に
お
い
て
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
し

「
古
志
」
を
つ
け
る
。

６

小
国
町
に
お
い
て
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
し

「
小
国
町
」
を
つ
け
る
。
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中
之
島
町

中
之
島
町
大
字
大
口

▼
長
岡
市
大
口

越
路
町

越
路
町
大
字
来
迎
寺

▼
長
岡
市
来
迎
寺

三
島
町

三
島
町
大
字
鳥
越

▼
長
岡
市
鳥
越

山
古
志
村

山
古
志
村
大
字
種
苧
原
▼
長
岡
市
古
志
種
苧
原

小
国
町

小
国
町
大
字
法
坂

▼
長
岡
市
小
国
町
法
坂
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◆
議
案
第
36
号

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
そ
の
５
）

す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
４
頁
参
照
）

６
月
16
日
に
、
長
岡
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長

岡
に
お
い
て
、
第
６
回
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
（
以
下
「
協

議
会
」
と
い
う
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
第
４
回
新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員

会
の
内
容
と
、
議
会
の
議
員
の
任
期
に
関
す
る
６
市
町
村

議
会
合
併
連
絡
会
の
協
議
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
ま
ず
町
名
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ
い

て
提
案
を
行
い
、
町
（
字
）
の
名
称
や
、
重
複
町
（
字
）

名
の
調
整
案
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
で
は
、
農
林
関
係
の
事
業
な

ど
33
項
目
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
協
議
項
目
は
す
べ

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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報告事項
報告第17号：第４回新市建設計画策定小委員会について
報告第18号：６市町村議会合併連絡会について（議会の議員の

任期について）

協議事項
議案第35号：町名・字名の取扱いについて
議案第36号：各種事務事業の取扱いについて（その５）

�
�

�
�

8 7 6 5 4 3 2 1
№

宮内 西野 中島 中沢 中条 高畑 新保 上条

長
岡
市

長
岡
市

中
之
島
町

越
路
町

中
之
島
町

長
岡
市

越
路
町

長
岡
市

長
岡
市

越
路
町

三
島
町

中
之
島
町

長
岡
市

中
之
島
町

長
岡
市

長
岡
市

三
島
町

長
岡
市

三
島
町

市
町
村
名

宮
内
町

宮
内
１
〜
８
丁
目

大
字
宮
内

大
字
西
野

大
字
西
野

中
島
１
〜
７
丁
目

大
字
中
島

中
沢
町

中
沢
１
〜
４
丁
目

大
字
中
沢

大
字
中
条

大
字
中
条

高
畑
町

大
字
高
畑

新
保
１
〜
５
丁
目

新
保
町

大
字
新
保

上
条
町

大
字
上
条

町
（
字
）
名

現
行
ど
お
り

現
行
ど
お
り

�
�
�
�
�
�
�
�

「
大
字
」
削
除

�
�
�
�
�
�
�
�

現
行
ど
お
り

�
�
�
�
�
�
�

現
行
ど
お
り

現
行
ど
お
り
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�
�

�
�
�
 
�
�
!

�
�
�
�
�
�
�
!

現
行
ど
お
り

�
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#

現
行
ど
お
り

現
行
ど
お
り
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$
%

現
行
ど
お
り
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重点実現項目 戦略的事業

「新ながおか元気印ブラン
ド」の創造による「食の付
加価値」の確立

食の安全・安心・環境保全推進事業

新たな農業経営（アグリチャレンジ）支援事業

農作物ブランド力強化支援事業

農業景観整備事業

集出荷貯蔵設備整備促進事業

おいしさと安全・健康を
キーワードとする「新なが
おか料理」の発信

新ながおかメニュー・もてなしのプログラムづくり
事業

女性パワーを活かしたアグリビジネス創出支援事業

まごころを感じる食材生産地形成事業

蛍が舞い、人の豊かな営み
が展開する「食」「農」の
ユートピアを生み出す

地域における徹底した地域資源分析事業

休耕田・荒廃地の活用促進事業

生物資源循環促進事業

農業・農村活性化に向けた環境整備促進事業

里山再生による環境・景観保全活動のしくみづくり
事業

�$��%��
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重点実現項目 戦略的事業

「生きる楽しみ」「育つ喜び」
が実感できる生活環境の創
出

市民マーケティング※6事業

市議会情報発信促進事業

多様な市民参画のしくみによる各種マスタープラン
づくりの促進

公共サービス民間開放研究・開発事業

市民・行政協働運営によるコミュニティの育成・強
化事業

ＮＰＯ※7支援ＮＰＯ設立促進事業

アセットマネジメント※8手法による道路施設維持管
理システム導入事業

雨水貯留槽設置補助事業

地域支え合い、ふれあい事業

「元気に老いる」熟年力を
活かしたまちづくりの推進

健康づくり強化・推進事業

介護予防事業

熟年力活用伝統文化継承システム構築事業

利便性向上による生涯学習機会拡大事業

健康増進施設整備事業

コミュニティスポーツクラブ開設事業

福祉・保健センター整備事業

生涯学習支援センター機能強化事業

放送大学サテライト長岡学習センター誘致事業

地球を想う「未来人」育成
・発信地域の創出

青少年体験型学習推進事業

米百俵の精神を活かした教育環境整備事業

若年層の社会参加促進事業

歴史・文化の発掘・保存・発信システム構築事業

図書館ネットワークシステム構築事業

電子地図情報システム構築事業

子どもエコセンター整備事業

ジュニアスポーツ競技力向上事業

「子育て・教育」の分野で
日本のモデル地域となる
「21世紀の米百俵プログラ
ム」の開発・推進

コミュニケーションを重視した地域学校教育プログ
ラムメニュー開発事業

「米百俵の精神」普及・啓発事業

子育て支援機能強化事業

子どものからだを丈夫にする食生活向上事業

通学路の安全性向上事業

こども王国整備事業
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重点実現項目 戦略的事業

新ながおかが誇る技と人を
ネットワークする匠の国を
創り上げる

地域産業ブランド力強化事業

ジョイントベンチャー※1ネットワーク形成促進事業

テクノコミッション※2創設事業

対企業マーケティング調査事業

情報基盤導入調査事業

ＳＯＨＯオフィス※3拡大による企業集積促進事業

新しいビジネスモデルで
���� �� ��	�
��の魅
力を世界に発信する

地域資源活用型環境ビジネス育成・振興事業

産学連携強化事業

新エネルギー・クリーンエネルギー導入促進事業

アンテナショップ※4などによる情報の受発信事業

市民チャレンジャーの成功
と雇用を支える新たな起業
促進の風をおこす

新たな手法による中小企業融資制度事業

市民起業家創出支援事業

未来のエジソンを生む人材
教育・人材育成の推進

まちづくり・ものづくり人材育成事業

アントレプレナー※5人材教育カリキュラムの研究開
発事業

ながおか市民大学開催事業

伝統の技・人育成事業

学歴を超えた社会教育システム構築事業

戦略的事業とは、新市将来構想の実現に向けた事業であり、将来構想の
「地域らしさ価値（ブランディング価値）」を高めるために、市民と行政が
一体となって、今後10年の間に取り組んでいくべき事業です。建設計画策
定方針の地域経営の視点、ブランディングの視点に基づき、具体的事業を
設定しています。また、新市将来構想の「地域の夢」とかかわりの強いも
のや地域の歴史・伝統文化など、地域資源の強みを伸ばしていくことを大
切にしています。
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新
市
建
設
計
画
は
、
任
意
合
併
協
議
会

に
お
い
て
多
く
の
地
域
の
方
々
の
声
や
思

い
を
基
に
策
定
し
た
新
市
将
来
構
想
を
実

現
す
る
た
め
に
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
活
動
で
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
の
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
で
は
、

現
在
、
新
市
建
設
計
画
に
登
載
す
る
施
策

の
骨
格
を
ま
と
め
つ
つ
あ
り
、
第
４
回
小

委
員
会
で
新
市
建
設
の
根
幹
と
な
る
事
業

を
審
議
し
ま
し
た
。

根
幹
と
な
る
事
業
は
、
地
域
ら
し
さ
価

値
を
高
め
る
た
め
に
、
重
点
実
現
項
目
ご

と
の
戦
略
方
針
に
基
づ
く
「
①
戦
略
的
事

業
」、
市
民
の
安
心
感
や
安
定
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
「
②
生
活
基
盤
整
備
事
業
」、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
「
③

合
併
に
伴
い
必
要
と
な
る
事
業
」
の
三
つ

の
区
分
で
設
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
戦
略
的
事
業
の
な
か
で
、
合

併
後
３
年
程
度
ま
で
に
着
手
・
実
現
で
き
、

市
民
の
達
成
感
や
期
待
感
が
得
ら
れ
る
事

業
を
�
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�

と
し
て
よ
り
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

9 �  ! " 8

４回小委員会のようす

平成16年（2004年）６月24日 (2)



分野 主要な施策内容

居住環境

区画整理 区画整理事業の実施

上下水道

上水道施設の整備・改良
簡易水道の整備
公共下水道施設・雨水排水施設の

整備・改良
浄化センターの整備
浄化槽の整備

住居
公営住宅の整備・住宅供給の推進
住宅融資の推進

快適な生活への
取り組み

生活交通の継続確保・充実
情報化基盤の整備

美しい景観・
レクリエーション

公園・緑道・緑化などの推進

斎場・墓園
斎場の整備
墓園の整備

環境 廃棄物最終処分場の整備

道路整備
都市計画道路など幹線道路の整備
生活関連道路の整備・改修
除雪・融雪施設の整備・改修

福祉
福祉施設の整備
介護老人施設の整備
バリアフリー化の推進

産業基盤

農業基盤の整備
産業ネットワークの整備
林道の整備
高度情報化の推進
地域産業の振興

教育

児童館の整備
安全性の向上のための学校改築の推進
学校施設の充実
学校図書の充実
学校間情報ネットワークの整備・充実

文化・スポーツ
図書館の整備
劇場の機能再生
体育施設の整備

合併後の新市全体の安定や市民の生活に対する安心感・満足感を
高めるものを主要な施策としています。
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重点実現項目 戦略的事業

地域資源を活用した新
ながおかコンベンショ
ンシティの創設

地域資源を活用したふれあい交流促進事業

地域の人材活用によるもてなし体制・基盤強化事業

コンベンションリサーチ・拠点整備事業

ものづくり技術、製品などの情報発信事業

新ながおか交流発信創設事業（道の駅等拠点施設整備）

広域ネットワークパーク＆ライド※9整備事業

グリーンツーリズム※10推進事業

文化財保全事業

すべての市民が「新な
がおか親善大使」

新ながおか魅力発見イベントの開催事業

身近な信濃川としてのイメージづくり事業

市民交流ネットワーク強化事業

国際交流市民会議事業

子ども親善大使育成事業

駅周辺活性化事業

「暮らしたい」「働きた
い」「遊びたい」・・魅力
あるまちを目指す

新市シンボルとなる長岡駅周辺市街地の開発促進事業

市民参画による地域固有の景観の発見など、地域分析
・研究組織づくり事業

景観・街並み形成・保全促進事業

雪貯蔵活用施設研究開発事業

地域景観周遊施設整備事業

インターチェンジ整備推進事業

施設再利用観光交流拠点整備事業分野 主要な施策内容

防災の充実と防犯の推進

消防施設の整備、装備の充実
備蓄物資の整備
移動系防災行政用無線の統廃合の実施
防災用気象情報供給システムの整備
雨量観測システムの整備
市民への災害情報伝達システムの整備
交通安全普及活動の実施
地域防犯活動の実施、啓発推進
防犯灯の整備

情報化の推進
電子市役所の推進
消防通信施設の整備
ｅ－ネットシティながおかの推進

合併を契機とする取り組
み

合併記念事業の実施
観光施設・公共施設へのサイン計画の実施
教育センター機能の整備・充実
市町村間道路ネットワークの整備

各市町村で別々に行われている各種の施策を統合して、効率的かつ
一体的に活動する必要性のあるものや合併を契機に取り組む必要の
あるものを主要な施策としています。

用語解説
※1 ジョイントベンチャー��資金力・技術力・労働力の調達などからみて、一企業では請け負うこと

のできない大規模な事業を複数の企業が協力して請け負うこと。共同企
業体。

※2 テクノコミッション���フィルムコミッションの「産業技術」「新技術」版、造語。・・・フィルム
コミッション：映画・テレビ等のロケをスムーズに進めるために行政・
警察・消防署・地域住民などとの調整を一括して行い、撮影する側の便
宜を図ることでロケを積極的に誘致する組織。

※3 ＳＯＨＯオフィス����独立した小規模事業者及び個人事業者、在宅、副業型事業者。（ＳＯＨＯ＝
スモールオフィス／ホームオフィスの略）

※4 アンテナショップ����企業が最新の消費動向や経営技術などを把握するために、設置する店舗。
（パイロットショップともいう）

※5 アントレプレナー����起業家精神の持ち主。
※6 マーケティング�����市場調査。企業等で行っている市場に関する資料（問題点やニーズなど）

を体系的に収集し、科学的に記録・分析すること。
※7 ＮＰＯ���������民間非営利組織。政府や私企業とは独立した存在として、市民・民間の

支援のもとで社会的な公益活動を行う組織・団体。
※8 アセットマネジメント��資産管理の概念。例えば道路管理においては、橋りょう、トンネル、舗

装等を道路資産と捉え、その損傷・劣化等を将来にわたり把握すること
により最も費用対効果の高い維持管理を行う概念。

※9 パーク＆ライド�����一般的には自宅から最寄り駅に近い駐車場に駐車し、そこから、電車な
どの公共交通機関を使って通勤する方法を言う。

※10 グリーンツーリズム���農山漁村地域における滞在型の余暇活動、それぞれの土地の自然・人々
・文化との交流を目的とする。

<��5=>?@A,B��
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※３つの事業区分による重要性の序列はありません。
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表の見方（主なもの）

「合
・
併
・
時
・
に統一」 合併する日に制度を統一するものです。

「合
・
併
・
後
・
に統一」 合併する日は各市町村の制度のままで、ある時期から統一するものです。各表の調整方針

では、ただし書きでいつから統一するかなどを示しています。

「当分の間現行どおり」 しばらくは各市町村の制度のままとし、時間をかけて統一するものです。

「現行どおり」 それぞれの地域で実施してきた制度を、合併後もそのままその地域ごとに適用して実施す
るものです。

「○○市（町村）の制度に
統一する。」 現在のそれぞれの市町村の制度を、新市全域において統一して実施するものです。

「○○市（町村）の制度を
基に統一する。」

現在のそれぞれの市町村の制度を基にして、制度を創設し、新市全域において統一して実
施するものです。

「合併年度は現行どおり」 合併日は決まっていませんが、平成16年度末までに合併することは確認されています。合
併年度の期間は、合併日からその年度末までとなります。

★（星マーク） 任意合併協議会での各種事務事業で方針を示した項目です。
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○
土
地
改
良
事
業
補
助
金
（
市
町
村
単
独
）

調
整
方
針

長
岡
市
の
制
度
を
基
に
中
山
間
地
域
等
の
地

域
特
性
を
考
慮
し
た
新
制
度
を
創
設
し
統
一
す

る
。
た
だ
し
、
合
併
年
度
は
現
行
ど
お
り
と
す

る
。

任
意
合
併
協
議
会
の
結
果
と
ほ
ぼ
同
様
の
調
整
方
針
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
市
町
村
間
で
採
択
基
準
、
補
助
率
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
中
山
間
地
域
、
過
疎
地
域
な
ど
の
地
域
特
性
を
考
慮

し
た
新
制
度
を
創
設
し
交
付
要
綱
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

○
道
路
除
雪
の
出
動
基
準
等

調
整
方
針

「
積
雪
10
㎝
以
上
」
を
一
律
の
除
雪
出
動
基

準
と
し
、
全
市
早
朝
除
雪
を
基
本
と
す
る
。
な

お
、
日
中
・
深
夜
除
雪
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
除
雪
路
線

に
つ
い
て
も
、
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

任
意
合
併
協
議
会
の
結
果
と
同
様
の
調
整
方
針
で
す
。
日
中

・
深
夜
除
雪
の
実
施
や
出
動
頻
度
に
つ
い
て
は
、
降
雪
量
な
ど

地
域
の
気
象
状
況
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
取
組
み
が
効
果
的
で
あ
り
、
現
行
ど
お
り
と
し
ま
し
た
。

○
消
雪
パ
イ
プ
に
係
る
施
策

調
整
方
針

消
雪
パ
イ
プ
の
施
策
は
、
各
市
町
村
の
取
組

み
に
歴
史
的
経
緯
が
あ
り
、
設
置
や
維
持
管
理
、

電
気
料
等
に
お
い
て
行
政
と
地
元
の
負
担
関
係

に
著
し
い
相
違
が
あ
る
た
め
、
当
分
の
間
現
行

ど
お
り
と
す
る
。
な
お
、
受
益
者
負
担
の
あ
り

方
や
、
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
が
不
可
能
な
地
域

と
の
サ
ー
ビ
ス
バ
ラ
ン
ス
、
地
盤
沈
下
等
に
つ

い
て
検
討
し
、
極
端
な
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
財
政

負
担
の
著
し
い
増
加
を
招
か
な
い
方
向
で
、
期

間
を
か
け
て
調
整
す
る
。

任
意
合
併
協
議
会
の
結
果
と
同
様
の
調
整
方
針
で
す
。
除
雪

能
力
の
優
れ
て
い
る
消
雪
パ
イ
プ
へ
の
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
、

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
け
る
行
政
の
経
費
負
担
の
あ
り
方
、

過
去
の
消
雪
パ
イ
プ
の
取
組
み
経
緯
に
配
慮
し
た
住
民
感
情
の

合
意
形
成
、
地
盤
沈
下
・
地
下
水
位
の
急
激
な
低
下
等
の
環
境

負
荷
に
対
す
る
配
慮
か
ら
、
当
分
の
間
現
行
ど
お
り
と
し
ま
し

た
。
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各 種 事 務 事 業 分類 調 整 方 針

1 新たな担い手への支援対策事
業 合併後に統一 長岡市の制度に統一する。ただし、合併年度は現行どおりとする。

2
農業機械・施設導入に対する
国県補助事業への市町村上乗
せ補助

〃 〃

3 園芸振興 〃 〃

4 松くい虫・有害鳥獣等駆除事
業 〃 〃

5 土地改良事業の申請団体・負
担団体 〃

長岡市の制度に統一する。ただし、合併年度は現行どおりとする。
なお、継続事業については当該事業期間を限度として現行どおり
とする。

6 農村生活環境整備 〃 長岡市の制度に統一する。ただし、合併年度とそれに続く翌年度
は現行どおりとする。

7 認定農業者への支援対策事業 〃 長岡市の制度を基に統一する。ただし、合併年度は現行どおりと
する。

8 農業関係制度資金利子補給 〃 〃

9 地域農業の活性化 〃 〃

10 稲作振興（特別裁培農産物認証
事業） 〃 〃

11 水産振興 〃 〃

12 農道・用排水路等の施設の維
持管理 〃 〃

13 造林・保育事業 〃 長岡市の制度を基に統一する。ただし、合併年度は現行どおりと
する。なお、小国町の町行造林は新市が引継ぎ管理する。

14 土地改良事業補助金（国県補助
事業の市町村上乗せ補助） 〃

長岡市の制度を基に統一する。ただし、合併年度は現行どおりと
する。なお、国・県営事業の市町村負担率は国の示すガイドライ
ンどおりとし、実施中の継続事業は現行制度を継続する。

15
農業機械・施設導入に対する
市町村単独補助（農業生産組織
育成）

〃 長岡市の制度を基に統一する。ただし、合併年度とそれに続く翌
年度は現行どおりとする。

16 都市農村交流（農業農村理解）
の促進 〃

長岡市の制度を基に統一する。ただし、合併年度とそれに続く翌
年度は現行どおりとする。なお、特定農地貸付事業については、
小国町の制度を基本とする。

17 ★土地改良事業補助金（市町村
単独） 〃 長岡市の制度を基に中山間地域等の地域特性を考慮した新制度を

創設し統一する。ただし、合併年度は現行どおりとする。

18 災害復旧事業（農地・林地） 〃 〃

19 土づくり促進事業 〃 越路町の制度を基に統一する。ただし、合併年度とそれに続く翌
年度は現行どおりとする。

20 林道等維持管理 〃 林道台帳登載道路は越路町の制度を、その他の作業道等は長岡市
の制度を基に統一する。ただし、合併年度は現行どおりとする。

21 畜産振興 〃 新制度を創設し統一する。ただし、合併年度とそれに続く翌年度
は現行どおりとする。

22 生産調整 〃 新基準を創設し統一する。ただし、合併年度とそれに続く２か年
度は現行どおりとする。

23 中山間地域振興 現行どおり
現行どおりとする。ただし、中山間地域等直接支払制度は平成17
年度に制度の見直しがあり、その時点で地域の状況に合った取組
みを実施する。
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各 種 事 務 事 業 分類 調 整 方 針

1 市町村道の認定基準 合併後に統一
長岡市の制度を基に統一する。ただし、合併年度とそれに続く翌
年度は現行どおりとする。なお、地域や地形による特性を考慮し
て特例を設ける。

2 道路の維持管理 当分の間
現行どおり 当分の間現行どおりとし、期間をかけて調整する。

3 放置自転車対策事業 合併後に統一 長岡市の制度を基に統一する。ただし、合併年度は現行どおりと
する。

4 ★道路除雪の出動基準等 現行どおり
「積雪10㎝以上」を一律の除雪出動基準とし、全市早朝除雪を基
本とする。なお、日中・深夜除雪については、地域の実情に応じ
て実施する。また、除雪路線についても、現行どおりとする。

5 歩道除雪の出動基準等 合併時に統一 長岡市の制度を基に統一する。なお、早朝除雪の出動基準は「積
雪10㎝以上」とする。

6 小型除雪機械の無償貸与 〃 長岡市の制度を基に統一する。

7 ★消雪パイプに係る施策 当分の間
現行どおり

消雪パイプの施策は、各市町村の取組みに歴史的経緯があり、設
置や維持管理、電気料等において行政と地元の負担関係に著しい
相違があるため、当分の間現行どおりとする。なお、受益者負担
のあり方や、消雪パイプの設置が不可能な地域とのサービスバラ
ンス、地盤沈下等について検討し、極端なサービス低下や財政負
担の著しい増加を招かない方向で、期間をかけて調整する。
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各 種 事 務 事 業 分類 調 整 方 針

1 町内公民館等建設補助 合併後に統一 新基準を創設し統一する。ただし、合併年度とそれに続く翌年度
は現行どおりとする。

2 公文書（廃棄文書）の収集 合併時に統一 長岡市の制度に統一する。

3 古文書の収集 〃 〃

��� �����	
��
○と き ７月８日� 午後６時30分から
○ところ 長岡グランドホテル（長岡市東坂之上町１丁目）
○受 付 午後６時から
傍聴席は会場の都合上50席程度です。原則として、どなたでも傍
聴できますが、座席は先着順とし、満席の場合は入場をお断りする
ことがありますので、あらかじめご容赦ください。なお、事前予約
は不要ですので、当日会場に直接お越しになってください。
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長岡市幸町２-１-１ 長岡市役所内

電 話 ３９-２２６０・３９-２２２７（直通）
ＦＡＸ ３９-２２５４
ホームページアドレス ����：��������	�
���	�����

Ｅメールアドレス ������＠��	�����	�����

���������"#$

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
 
!
"
#
$
%
!
&
'
(
)
*
�
�
+
,
-
�
.
/
0
1
2
%
3
)
�
4
�
5
+
6
7
8

9
:
%
;
<
&
'
(
)
*

平成16年（2004年）６月24日 (4)


